
「地 域 の ひ と り暮 ら しの 高 齢 者 とボ ラ ンテ ィ ア の 関係 づ く りの 事 例 」

ひ と り暮 ら しの 高齢 者 が増 加 しつ つ あ る現 状 で 、 閉 じこ も りが ち な高齢 者 同士 が家 庭 的 な

雰 囲気 の 中で食 事 をす る機 会 を設 けた り、季 節 の菓 子 や 手 作 りの弁 当 を持 参 して機 嫌 を伺

うな ど、 ひ と り暮 ら しの高齢 者 と地域 の ボ ラ ンテ ィア が顔 な じみ に な り、 高齢 者 が地 域 で

孤 立 しない こ とを 目的 に実施 して い る。
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地域包括ケアシステム構築に向けた取組事例（様式） 

①� 区町村名 石井町 

②人口（※１） ２６，５３８人 （      ） 

③高齢化率（※１） 

（65 歳以上、75 歳以上そ

れぞれについて記載） 

６５歳以上 ２６．８２％ 

７５歳以上 １４．０１％ 

（      ） 

① 取組の概要 町内には５つの地区があり、それぞれに女性ボランティア団体がある。そのボ

ランティア団体に、在宅でひとり暮らしの高齢者を対象にした配食・会食等の

サービスを、社会福祉協議会を通じて委託している。会食では、公民館で手作

りの食事会を開催し、対象者を招待し、演劇などの催し物を楽しんでいただく。

配食では、手作りの菓子（地区によってはクリスマスケーキ・彼岸のおはぎ）

や弁当を自宅に配達している。会食・配食の回数等詳細は地区ごとにボランテ

ィア団体が決めている。 

⑤取組の特徴 

 

核家族化や高齢化によりひとり暮らしの高齢者が増えつつある現状で、食事会

に招待することで閉じこもりがちな高齢者同士が家庭的な雰囲気の中で食事を

する場を設け、弁当や菓子等を自宅に届けることで、地域のボランティアと顔

なじみになり、地域の中で孤立しないことを目的に実施している。 

⑥開始年度 不明 

⑦取組のこれまで

の経緯 

平成２４年度より、委託料を５００，０００円から６００，０００円に増額し

た。 

⑧主な利用者と人

数 

対象者は在宅で生活しているひとり暮らしの高齢者５９７人（平成２４年度） 

であり、対象者のリストは民生委員の調査による。 

⑨取組の実施主体

及び関連する団

体・組織 

取りまとめ委託先：（福）石井町社会福祉協議会 

実施団体：石井ボランティアあすなろ会・浦庄女性の会・高原壮年女性の会・

藍畑ボランティア・高川原婦人会 

⑩市区町村の関与

（支援等）（※２） 

町単独事業  

平成２４年度委託料（年額）６００，０００円 

分配内訳：各地区均等割（３６，０００円）＋人数割（約７００円×地区対象者数） 

⑪国・都道府県の関

与（支援等）（※３） 

なし 

⑫取組の課題 対象者であるひとり暮らしの高齢者が増え、ボランティアの負担も増えている。

年数回活動している地区と年１回だけ活動している地区があり、活動実績に差

がある。また年数回活動している地区は配分された委託料では不足しており、

ボランティアの持ち出しで運営されている。 

⑬今後の取組予定 継続 

⑭その他  

⑮担当部署及び連

絡先 

石井町長寿社会課 （電話番号０８８－６７４－６１１１） 

 

※１ 一部地域に限定した実施の場合は、当該地域の人口・高齢化率を（  ）内に記載してください。 

※２ 市町村から財政的支援が行われている場合には予算額等を含めて記載ください。 

※３ 国や都道府県から財政的支援を受けている場合は、補助金や交付金等の名称、額等を含めて記載

ください。 

（徳島県） 

  

 



認 知 症 に よ り判 断 能 力 が 不 十 分 な ひ と り暮 ら し高 齢 者 の支 援 に つ い て 」
中 心 の 大 精 円 の 内 側 は 、 対 象 者 が 抱 え る解 決 しな けれ ば な らな か っ た 課 題 で あ る。
中 心 円 を 取 り巻 く小 楕 円 は 、 地 域 包 括 ケ ア 会 議 で 決 定 した 支 援 内 容 ま た は利 用 した 在 宅 サ ー ビス で あ る。
太 文 字 は 、 地 域 包 括 ケ ア 会 議 の 出 席 団 体 で あ る。
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